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調査の基本情報1

調査期間：

◼ 店舗数調査：2025年8月15日～10月31日

◼ 状況ヒアリング調査 (12社・団体)： 2025年11月1日～ 2025年12月26日

調査方法：

◼ 対面取材

◼ オンライン取材

◼ 電話取材

対象店舗：

▪ 日本食または日本風にアレンジされた料理を提供する店

▪ 日本食メニューが過半であること

▪ 客席具備の外食店舗

（※客席を具備しないデリバリー専門店は対象外）

公表日：2026年1月20日
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調査の基本情報1

分類方法：

業種名 提供されているメニューの例

総合和食 和定食、懐石料理

寿司 寿司、刺身

ラーメン ラーメン、餃子

居酒屋 焼き鳥、唐揚げ、酒類

すき/しゃぶ すき焼き、しゃぶしゃぶ

焼肉 焼肉

喫茶 抹茶ドリンク、和風ケーキ

丼専門 牛丼、天丼、豚丼、海鮮丼

揚げ物専門 豚カツ、串カツ、天ぷら

カレー/オムライス カレーライス、オムライス

総合洋食 ハンバーグ、和風スパゲティ

鉄板焼き 鉄板料理、お好み焼き、たこ焼き

蕎麦/うどん 蕎麦、うどん

2
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タイにおける日本食レストラン店舗数の推移2

◼ 2025年は5,781店舗となり、前年から2.2％減少した。減少店舗数は135店舗、調査開始以来初め

ての減少となった。

◼ バンコク、バンコク近郊 5 県、その他の地方のすべてで店舗数が減少した。内訳は、バンコクが

2.3％減少、バンコク近郊が3.1％減少、その他の地方が1.9％減少となった。

5,7815,916
5,751

5,325

4,370
4,094

745 840
1,084

1,307
1,676 1,806

2,274
2,619 2,713 2,774

3,004

3,637

※2011年は調査を実施せず。
※2017年以前はバンコク近郊5県とその他の地方を分けていない。
※バンコク近郊5県とは、ナコンパトム、ノンタブリー、パトゥムターニー、サムットプラーカーン、サムットサーコーンを指す。
※2020年、2021年、2022年は休業中の店舗は含まない。 3
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日本食レストラン店舗数調査 業種別3

◼ 総合和食の店舗数が最も多く、次いで、寿司、ラーメン、居酒屋と続く。

◼ 店舗数が増加したのはラーメン、喫茶のみ。鉄板焼きは横ばい、その他の業種では全て減少した。

◼ 増減率の大きいところでは喫茶が6.4％の増加、焼肉が9.0％の減少となった。

※減少には、閉店した店舗、恒久的なデリバリーへの業態変更、メニュー変更、座席具備除外等により対象外となった店舗が含まれる。

4
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バンコク/バンコク近郊5県/その他の地方・業種別4

◼ バンコク（ー2.4％）、バンコク近郊5県（－3.1％）、その他の地方（－1.9％）すべてで店舗数

が前年を下回った。

◼ ラーメンと喫茶については、各地域で店舗数が増加した。

※バンコク近郊5県とは、ナコンパトム、ノンタブリー、パトゥムターニー、サムットプラーカーン、サムットサーコーンを指す。

5
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個店店舗数および複数店舗展開のブランド数の推移5

◼ 複数店舗を持たない1店舗経営のブランド数は2,168店舗となり、前年まで増加傾向にあったが減

少に転じた。

◼ 複数の店舗を経営するブランド数についても、全体としてはやや減少した。特に、2～5店舗規模

のブランドは前年から大きく減少した一方、51店舗以上を展開する大規模ブランドは横ばいで推

移し、店舗展開の二極化傾向がうかがえる結果となった。

図. 1店舗経営のブランド数 図. 複数店舗経営のブランド数

6
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客単価別内訳6

◼ 2025年の客単価別の店舗数を見ると、101～250バーツ（2,116店舗）が最も多く、次いで251～

500バーツ（1,490店舗）、100バーツ以下（784店舗）、501～1,000バーツ（689店舗）と続く。

◼ 地域別にみるとバンコクでの客単価はその他の地域に比べて高い傾向にある。

◼ 客単価の構成比率は昨年度からほぼ変化していない。

※円グラフは「確認できず」を除いた客単価の構成比を表す。

出所： タイのグルメレビューサイトWongnai (https://www.wongnai.com/)のデータを元にJETROバンコク事務所作成

2025年度 客単価構成比2024年度 客単価構成比

7
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客単価別内訳6

表. 2025年 全業種別客単価内訳

出所： タイのグルメレビューサイトWongnai (https://www.wongnai.com/)のデータを元にJETROバンコク事務所作成

8
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日本食レストランのタイ国内の分布7

図. 日本食レストランの分布 表. 各県の日本食レストラン店舗数

バンコク都

101店舗以上

51～100店舗

11～50店舗

1～10店舗

チェンマイ

プーケット

チョンブリー

ノンタブリー

◼ 最も店舗数の多い都県はバンコク、次いでチョンブリー、ノンタブリーとなっている。

◼ 観光地で日本食レストランの数が比較的多いチェンマイやプーケットも本年は減少に転じた。

◼ 2020年以降、すべての県で日本食レストランが営業されている。

9
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2025年度タイ国日本食レストラン調査のまとめ8

◼ 総店舗数は5,781店舗（前年比－2.2％、135店舗減）となり、2007年の調査開始以来、初めての

減少となった。バンコク（－2.3％）、バンコク近郊5県（－3.1％）、その他の地方（－1.9％）

のいずれも前年を下回った。

◼ 業種別では「ラーメン」 、「喫茶」のみの店舗数が増加、「鉄板焼き」の店舗数は横ばい、それ

以外のすべての業種で店舗数が減少した。

◼ 運営形態別では、1店舗経営のブランドおよび複数の店舗を経営するブランドの中でも小規模なも

の（2～5店舗経営）の減少が目立つ一方で、51店舗以上を有する大規模なもののブランド数は維

持されている。

◼ 客単価は「101～500バーツ」の中低価格帯に集中しており、バンコクの客単価は他の地域に比べ

高い傾向にある。

10
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日本食レストランを巡る近況、今後の見通し9

市場の成熟と消費者嗜好の変化

タイ経済全体の低迷により外食産業全体が伸び悩む中、タイ人消費者の日本食の知識・経験値が向

上し、市場全体が成熟段階に入り、単純な出店拡大では成長が難しい。日本食レストランの集中する

バンコクにおいては、主要顧客であった日本人駐在員及び観光客の減少が消費鈍化の要因の一つと

なっている 。

関係者へのヒアリングによると、「日本食であること」自体は差別化要因になりにくくなっており、

産地、品質、ストーリーを重視した選択をする層が増えている。

単なる「高級」ではなく、価格に対する納得感（コストパフォーマンス）と体験価値がより求めら

れる 。また、若年層はトレンド性やSNS映え、話題性を重視する 。

専門店への関心の高まり

ラーメン、喫茶、とんかつ、ハンバーグなどの専門店や、日本産米へのこだわりを持つ店舗への消

費者の関心が高まっている 。特に喫茶は抹茶ブームが店舗増を牽引した。

出所： 関係者からのヒアリングをもとに作成

11
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日本食レストランを巡る近況、今後の見通し9

「訪日機会の増加」による影響

関係者へのヒアリングによると、円安進行により訪日タイ人が増加。おまかせ寿司や和牛、日本酒

などの高級食材については、タイ国内での消費を控え、「本場の日本で食べたい」という傾向がある 。

今後の見通し

ヒアリングによると、日本食レストラン市場は、今後も入れ替わりが続くと予想され、成長が見込

まれるのは、明確な客層、専門性・ストーリー・体験性を備えた店舗である。

 「本物・高付加価値」の日本食の他に、「話題性がある」日本食、「現地向けにローカライズされ

た」日本食が増えると見込まれる。

また、トレンドの入れ替わりが激しく、SNSを活用した情報発信は引き続き重要となる。

出所： 関係者からのヒアリングをもとに作成
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